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	Ⅰ　ロードマップに位置付けられた研究・調査課題
	Ⅰ-１　新興及び既存のハザードのリスクの評価に向けた特性評価・ばく露に関する
	科学的知見の集積
	Ａ 研究事業
	（１）食品中の化学物質・汚染物質のばく露と健康影響に関する研究
	Ｂ 調査事業
	（１）農薬の再評価に係る諸外国の状況調査

	Ⅰ-２　健康影響発現メカニズムを踏まえた新たな評価系の構築
	Ａ 研究事業
	（１）食品中の化学物質・汚染物質の健康影響発現メカニズムに関する研究
	（２）食品により媒介される微生物等※の特性及びその健康影響に関する研究
	（３）新たなアプローチによる評価方法（NAMs）の活用に関する研究

	Ⅰ-３　食品健康影響評価の発展を支える連携及び基盤の整備
	Ｂ 調査事業
	（１）効果的なリスクコミュニケーションの基盤となる食品安全に対する認知・関心の経時的な動向把握に関する調査


	Ⅱ　その他の研究・調査課題
	（１）研究者からの提案に基づく研究
	（２）緊急性の高い食品健康影響評価に関する研究・調査

	Ⅲ　食品健康影響評価を担う若手専門家の育成枠
	別表：令和８年度研究実施中の課題

